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町
で
は
月
形
町
民
保
養
セ
ン
タ
ー
（
つ
き

が
た
温
泉
ゆ
り
か
ご
）
な
ど
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
改
修
基
本
計
画
を

基
に
、
令
和
４
年
度
に
基
本
実
施
設
計
を
行

い
、
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
の
２
カ

年
で
、
大
規
模
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

今
回
の
工
事
は
、
皆
楽
公
園
エ
リ
ア
を
町

の
観
光
拠
点
と
し
、
温
泉
施
設
を
中
心
と
し

た
機
能
向
上
に
重
点
を
置
く
と
と
も
に
、
温

泉
施
設
の
基
本
的
な
機
能
の
保
持
、
今
後
の

適
正
な
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
の

改
修
工
事
で
す
。

周
辺
ア
ウ
ト
ド
ア
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
な
ど
の
既
存
の
施
設
を
活
か
し
、温
泉
、

宿
泊
、
飲
食
の
３
つ
の
機
能
を
安
定
的
に
継

続
さ
せ
て
、
皆
楽
公
園
エ
リ
ア
が
も
つ
多
様

な
機
能
と
サ
ー
ビ
ス
で
、
集
客
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

▼
６
つ
の
目
的

○
観
光
拠
点
の
再
整
備

○
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

○
各
施
設
と
の
相
乗
効
果
に
よ
る
賑
わ

い
の
創
出

○�

脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
施
設
整
備

○
老
朽
化
施
設
の
再
生

○
管
理
経
費
の
削
減
・
効
率
化

▼
工
事
概
要

○�

町
民
保
養
セ
ン
タ
ー（
温
泉
ゆ
り
か
ご
）

　

�

屋
根
、
外
装
改
修
、
内
装
改
修
、
レ
ス

【イメージ（全景）】

大規模改修工事について～大規模改修工事について～

③ 24時間トイレ（新規建設）
※渡り廊下で町民保養センターに接続

④宿泊施設（温泉ホテル）
※解体

①町民保養センター（つきがた温泉ゆりかご） ②宿泊研修施設（はな工房）
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ト
ラ
ン
お
よ
び
厨
房
新
設
、
情
報
発
信

コ
ー
ナ
ー
新
設
、
無
料
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
ス

ポ
ッ
ト
設
置
、特
産
品
コ
ー
ナ
ー
整
備
、

フ
ロ
ン
ト
・
オ
フ
ィ
ス
整
備
、
脱
衣
所

内
装
改
修
、
浴
場
内
装
改
修
（
壁
・
床

タ
イ
ル
張
替
）、
給
湯
ボ
イ
ラ
ー
・
熱

交
換
器
更
新
、
排
熱
回
収
設
備
新
設

（
廃
湯
利
用
）
な
ど

○
宿
泊
研
修
施
設
（
は
な
工
房
）

　

外
壁
改
修
、
空
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
エ
ア

コ
ン
・
無
料
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
設

置
○
宿
泊
施
設
（
温
泉
ホ
テ
ル
）

　

解
体

○
24
時
間
ト
イ
レ
～
新
規
建
設

　

�

男
女
ト
イ
レ
、
多
目
的
ト
イ
レ
、
パ
ウ

ダ
ー
コ
ー
ナ
ー
、ベ
ビ
ー
コ
ー
ナ
ー（
授

乳
室
）

　

構
造
：
木
造
（
道
産
木
材
）

　

�

附
帯
：
障
が
い
者
・
妊
婦
用
カ
ー
ポ
ー

ト
付
き
駐
車
場
、
Ｅ
Ｖ
急
速
充
電
器

▼
工
事
期
間

�

令
和
５
年
８
月
～
令
和
６
年
８
月
（
予

定
）

～月形町民保養センター～月形町民保養センターなどのなどの

▼
レ
ス
ト
ラ
ン
の
再
開

　

町
内
主
要
団
体
、
商
工
業
者
、
公

園
利
用
者
な
ど
か
ら
多
く
の
ご
意
見

や
ご
要
望
が
あ
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
を

再
開
さ
せ
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
機
能
を

加
え
て
皆
楽
公
園
エ
リ
ア
全
体
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
温
泉
ゆ
り
か
ご

内
に
整
備
し
、
道
産
木
材
を
使
用
し

た
月
形
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

イ
ス
、
テ
ー
ブ
ル
を
配
置
し
、
休
憩

室
・
ロ
ビ
ー
・
売
店
と
一
体
的
に
利

用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
提
供
商
品
は
、
多
く
の
方

が
興
味
を
も
ち
何
度
も
足
を
運
ん
で

貰
え
る
よ
う
に
、
月
形
町
産
の
米
・

野
菜
な
ど
の
地
元
食
材
や
原
材
料
を

使
用
し
、
町
内
事
業
者
と
の
連
携
や

協
力
、
月
形
高
校
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
取
り
入
れ
た
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
と

と
も
に
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
メ
ニ
ュ
ー

も
含
め
開
発
し
て
い
き
ま
す
。

【
整
備
効
果
】

○
地
域
住
民
が
集
う
場
を
確
保

○
町
内
飲
食
店
の
確
保

○�

来
場
者
や
宿
泊
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
提
供

○�

道
の
駅
の
登
録
を
目
指
し
た
機

能
の
整
備

▼
温
泉
ゆ
り
か
ご
の「
一
時
休
館
」

つ
き
が
た
温
泉
ゆ
り
か
ご
は
令
和

５
年
９
月
30
日
㈯
を
も
ち
ま
し
て
改

修
工
事
の
た
め
一
時
休
館
い
た
し
ま

す
。
日
常
的
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
不
便
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
ご
了
承
願
い
ま

す
。現

在
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
ス
タ
ン

プ
カ
ー
ド
、
回
数
券
に
つ
き
ま
し
て

は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
以
降
も

引
き
続
き
ご
利
用
可
能
で
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

温
泉
ゆ
り
か
ご
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
と
と
も
に
宿
泊
営
業
も
令

和
６
年
秋
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

○
工
事
関
係

　
　
　

農
林
建
設
課
住
宅
建
築
係

　
　

☎
IP
53
・
２
３
２
２

　
　
　

企
画
振
興
課
地
域
振
興
係

☎
IP
53
・
２
３
２
５

　

○
温
泉
な
ど
の
運
営

　
　
　

月
形
町
振
興
公
社

　
　

☎
IP
37
・
２
１
１
０

　
大
規
模
改
修
工
事
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
本
号
よ
り
広
報
な
ど
を
通
じ
て
町

民
の
皆
さ
ま
に
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
。
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町
で
は
、
町
民
保
養
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
改
修
工
事
に
合
わ
せ
て
、

観
光
拠
点
で
あ
る
皆
楽
公
園
エ
リ

ア
に
「
道
の
駅
」
機
能
を
整
備
し

登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
道
の
駅
」
と
は
、
24
時
間
無

料
で
利
用
で
き
る
駐
車
場
、
ト

イ
レ
な
ど
の
「
休
憩
施
設
機
能
」、

道
路
情
報
、
観
光
情
報
、
緊
急
医

療
情
報
な
ど
の
「
情
報
発
信
機

能
」、
文
化
教
養
施
設
、
観
光
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
な
ど
の
地

域
振
興
施
設
で
地
域
と
交
流
を
図

る
「
地
域
連
携
機
能
」
の
３
つ

の
機
能
を
有
す
る
も
の
を
指
し

ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
の
東
日
本
大

震
災
に
お
け
る
道
の
駅
が
被
災
者

支
援
・
復
興
支
援
に
果
た
し
た
役

割
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
豪
雪
地
帯

特
有
の
大
雪
に
よ
る
道
路
の
通
行

止
め
時
の
避
難
先
な
ど
、
基
本
的

な
３
つ
の
役
割
に
加
え
て
「
防
災

拠
点
機
能
」
も
有
し
ま
す
。

町
で
は
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
踏

ま
え
た
道
の
駅
の
整
備
を
す
る
こ

と
で
、
産
業
、
観
光
、
地
域
活
動

の
活
性
化
を
図
り
、
町
を
元
気
に

す
る
観
光
拠
点
で
あ
る
「
地
域
で

創
り
育
て
る
道
の
駅
」
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

※�

「
道
の
駅
」
は
国
土
交
通
省
へ

の
登
録
申
請
手
続
き
を
経
て
、

認
可
さ
れ
た
後
に
登
録
決
定
と

な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
町
民
の
み
な
さ
ま
よ
り
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
疑
問
に
つ
い
て
、
一
部
で
あ
り
ま
す
が
、
ご
回
答
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
今
後
も
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
疑
問
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に
広
報
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
質
問
等
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
担
当
部
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

これまで町民の皆さまよりお寄せいただきました疑問について、一部でありますが、回答
させていただきます。今後もお寄せいただきました疑問については、定期的に広報に掲載さ
せていただきますので、ご質問などがありましたらお気軽に担当部署までご連絡ください。

休憩施設機能 誰もが安心して使用できる明るく清潔なトイレの設備、飲食サービス機能のある温泉内のレストラ
ンの設備、温泉施設、宿泊施設

情報発信機能 観光PRや地域情報の発信機能、無料Wi-Fi の設備、多言語表記、歴史文化の発信

地域連携機能 町の特産品や農産物のPR、販売機能の設備、温泉などの施設の機能強化と誘客事業の展開

防災拠点機能 災害対応施設として活用、防災備蓄品配備、冬期間の避難施設

そ　の　他 キャンプ場、アウトドアレクリエーション（パークゴルフ場、野球場）、EV充電ステーションなど
の周辺施設の連携

～月形町が登録を目指す「道の駅」について～～月形町が登録を目指す「道の駅」について～

月形町が登録を目指す「道の駅」の概要

A
「道の駅」の登録を目指すのに皆楽公園に新しい施設を建てるのですか？「道の駅」の登録を目指すのに皆楽公園に新しい施設を建てるのですか？

町民保養センターなどの改修にあわせて、道の駅の登録に必要な機能を追加します。休憩施設機能の
１つとして温泉ホテル本館を解体し、その跡地に 24時間トイレを新築します。
新たに施設を建設すると、将来への大きな負担となると考え、可能な限り今ある施設を有効活用し、
道の駅の登録を目指します。

Q

「道の駅」登録を目指すメリットはありますか？「道の駅」登録を目指すメリットはありますか？

「道の駅」は人の流れを生む効果があると考えています。交通量の多い国道 275号線の道路利用者、観
光客を取り込むことで、月形町のPRと消費活動の増加を見込んでいます。

Q
A

Q
A

「道の駅」に登録された際に具体的にどのような効果がありますか？「道の駅」に登録された際に具体的にどのような効果がありますか？

温泉やキャンプ、特産品の販売など、皆楽公園エリア全体の賑わいにより経済効果が見込まれます。
また、月形町が「通過の町」から「寄り道の町」になっていきます。

Q
A

登録を目指す「道の駅」で販売する町の特産品はありますか？登録を目指す「道の駅」で販売する町の特産品はありますか？

道の駅で販売している商品は、町の特産品やオリジナル商品だけではありません。現在の町の特産品を
中心に、空知管内の市町の商品も取り扱うことで、消費者の購買意識を高めます。また、町では「月形
町ふるさと特産品開発事業」を創設し、登録を目指す道の駅で販売する特産品の開発に補助をしています。


